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研究成果の概要（和文）：顔及び音声知覚における狭小化
本研究の結果、3カ月児は、自人種の顔と他人種の顔、そして自国語（日本語）および他国語（英語）を同じよ
うに弁別可能であったが、6，9，12ヵ月児では、自人種の顔のみ、また自国語のみ弁別可能であった。これまで
の知覚狭小化の先行研究と一致する結果であった。顔に対する狭小化と言語に対する狭小化は、6ヵ月児では相
関がなかった。9ヵ月児では、負の相関が、また12ヵ月児では正の相関が認められた。こうした発見は、感覚様
相間の知覚狭小化が、ダイナミックに関係しながら発達していくことを示唆するものである。

研究成果の概要（英文）：Prior research has revealed that perceptual narrowing reflects the influence
 of experience on the development of face and speech processing. However, it is unclear whether 
narrowing in the two domains is related or not. A within-participant design was used to investigate 
discrimination of own-race and other-race faces and native speech (Japanese) and non-native speech 
(English) sounds in 3-, 6-, 9-, and 12-month old infants. For face and speech discrimination, 
whereas 3-month old discriminated own-race faces and native speech sounds as well as other-race 
faces and non-native speech sounds, 6-, 9, and 12-month old infants discriminated only own-race 
faces and native speech sounds. Perceptual narrowing in face and perceptual narrowing in speech were
 not correlated at 6 months, negatively correlated at 9 months, and positively correlated at 12 
months. These findings suggested that dynamic developmental changes in the relation between 
modalities during the first year of life.

研究分野：発達心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、顔の知覚や言語の知覚といった、これまで単独で扱われてきたものを同時にテストし、出現時期を
特定・確認しようとする試みであり新しいアイディアであった。先行研究では、行動的なレベルでは弁別を示さ
ないが、神経レベルでは弁別を示すことを報告も見られる。これは、脳のレベルでは、知覚的に弁別する能力が
残っていても、行動のレベルでは、経験により入力を補うことがないと現れないのかもしれないことを示唆する
ものである。いずれにしても、知覚的狭小化の領域一般説、領域固有説に関わる研究は極めて新しいもので、乳
児の知覚システム発達をより深く理解するうえで、理論的な側面の解明を進めるものとして意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
発達初期の知覚システムの特徴は、初期の知覚弁別は広範な知覚情報にチューニングされてい
るが、生後９～１２カ月までには、乳児を取り巻く環境に関連するものに限定されるようにな
る (Kelly et al., 2007,2009; Werker & Tees, 1984)。これを知覚的狭小化 (perceptual 
narrowing)という。例えば、６カ月児は、マカクザルの顔を弁別できるが９カ月児および成人
は、弁別できないことが報告されている(Pascalis et al., 2002)。このような知覚的狭小化は、
顔の知覚だけではなく、言語の知覚にも広く見られるという(Werker & Tees, 2005)。しかしな
がらこの現象が、領域に共通したものであるのか、または、領域に固有のものであるのかは明
らかになっていない。近年、海外では、知覚的狭小化の領域固有性説が一部の研究者で提唱さ
れるようになった。国内では、知覚狭小化の研究は極めて少ないのが現状である。したがって、
本研究は、まず１）国内で初めて知覚的狭小化を示すものとなる、また、２）世界的には、知
覚狭小化の領域一般説および領域固有説の議論に一石を投じるものとして位置づけられる。 
 
２．研究の目的 
経験は知覚システムの発達に大きな影響を与える。知覚情報の弁別は発達初期には広くチュー 
ニングされているが、経験とともに選択的に狭小化される。これを知覚的狭小化(perceptual 
narrowing)といい、初期知覚発達の大きな特徴である。顔の知覚や言語音の知覚の発達でよく
知られている現象である。本研究プロジェクトでは以下の２点を具体的な目標とした。 
（１）こうした知覚的狭小化が領域に関わらず共通なもの（領域共通性）であるか、それとも、 
領域に固有なもの（領域固有性）であるのかを明らかにする。 
（２）知覚狭小化には可塑性があるのかを、幼児・児童・成人を対象に明らかにする。 
すなわち、本研究で明らかにしたかったことは、１）乳児を対象に、知覚的狭小化が言われて
いる様々な領域、具体的には、顔の知覚、言語の知覚、音楽リズムの知覚などにおいて、共通
性が認められるか否か明らかにする、さらに、２）このような狭小化は、それが成立した後に
可塑性があるのか、それとも不可逆的なものであるのか、また、狭小化を防ぐことが可能か、
ということであった。 
 また、顔認知の熟達に関する要因を検討するため、霊長類研究者と霊長類研究者以外の成人
を対象に、ニホンザルやヒトの個体識別実験を行なった。 
 
３．研究の方法 
本研究では、知覚的狭小化(perceptual narrowing)の領域一般説・領域固有説を明らかにする
ために、同一個人内で、異なる様相（視覚：顔の知覚と聴覚：言語音の知覚）の狭小化を、馴
化化―脱馴化法を用いて検討した。具体的には、顔刺激であれば、自人種の顔に馴化させ、新
奇刺激で他人種の顔を呈示し、脱馴化が生起するか否かを調べた。また、言語音にでも同様の
手続きで弁別力を計測した。重要なことは、これを同一個人内で行なったことである。対象と
なったのは、3ヵ月児、6ヵ月児、9ヵ月児、12ヵ月児、それぞれ 18 人であった。参加児は、
馴化・脱馴化法によって、英語音声、日本語音声、自人種の顔、他人種の顔の弁別力を計測し、
言語および顔の弁別力の変化を調べた。 
また、知覚狭小化の可塑性を検討するために、成人を対象に、音楽リズムを用いて、未知の
音楽リズムの経験を重ねることによる弁別力への効果を見いだせるかどうかの介入実験を行っ
た。本研究では、日本人成人を対象に、異なる文化の未知の音楽リズムに対する理解に関して、
経験の効果を調べるために、2 週間自宅で、音楽のみを聴く条件、音楽に合わせて自分で動き
をつける条件、何もしない条件（コントロール条件）の 3条件を設定した。自宅での介入に前
と介入後に未知のリズム理解のテストを実施し、介入効果を検討した。 
さらに、乳児期と成人後における顔の識別能力の発達過程度と 柔軟性を検討するために、6 
か月児、12 か月児、霊長類研究者、その他の成人を対象として、人間とニホンザルの顔 を識
別することができるかを、慣化法を用いて検討した。  
  
４．研究成果 
① 顔及び音声知覚における狭小化 
本研究の結果、3 カ月児は、自人種の顔と他人種の顔、そして自国語（日本語）および他国語
（英語）を同じように弁別可能であったが、6，9，12 ヵ月児では、自人種の顔のみ、また自国
語のみ弁別可能であった。これは、これまでの知覚狭小化の先行研究と一致する結果であった。
顔に対する狭小化と言語に対する狭小化は、6ヵ月児では相関がなかった。9ヵ月児では、負の
相関が、また 12 ヵ月児では正の相関が認められた。こうした発見は、感覚様相間の知覚狭小化
が、ダイナミックに関係しながら発達していくことを示唆するものである。なお、本研究は、
国際学術誌、Journal of Experimental Child Psychology に掲載され、高い評価を得た。 
 
② 未知の音楽リズムの近くにおける経験の効果 
本研究では、日本人成人を対象に、異なる文化の未知の音楽リズムに対する理解に関して、経
験の効果を調べるために、2 週間自宅で、音楽のみを聴く条件、音楽に合わせて自分で動きを
つける条件、何もしない条件（コントロール条件）の 3条件を設定した。自宅での介入に前と
介入後に未知のリズム理解のテストを実施し、介入効果を検討した。本研究の結果、音楽に合



わせて自発的に身体を動かした場合にのみ、馴染みのない拍子の知覚を正確の行えるようにな
ったが、その他の条件、音楽を聴くことのみ、及び何もしない条件では、そうした効果は認め
られなかった。現在、本データに関する論文を鋭意執筆中である。 
 
③ 顔の識別能力の発達と可塑性 
本研究の結果、6 ヵ月児では、サルの顔及びヒトの顔に対して、明確な新奇選好は認められな
かった。しかしながら、12ヵ月児では、ヒトの顔に対してのみ新奇選好が見られ、ヒトの顔の
識別が可能であることが示された。また、成人では、霊長類研究者は、他の成人に比して、高
い精度でサルの顔を識別していることが分かった。ヒトがヒトの顔を識別する能力は、生後 1
年以内に精緻化されるが、成人になっても、異種の動物の顔であっても、経験によってその種
の顔を識別できることが実証された。 
 なお、本研究は、2018 年度日本心理学会第 82回大会で優秀発表賞を受賞した。 
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